
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

-

-

1ヵ所 1ヵ所 達成

達成0ヵ所 1ヵ所 1ヵ所

32,354

合計 0 69,754 0

集出荷貯蔵施設の整備　1ヵ所

生産・流通コストの低減や高品質で付加価値の高い野菜の生産・供給体制の確立や契約取引を推進し、野菜産地の競争力を強化する。

近年、実需者からは、需要用途に合った温度管理の徹底など高品質、高鮮度の野菜が要望されている。需要に対応できる産地づくりのた

め、共同利用施設の整備支援が求められている。

成果目標の達成状況

項目

共同利用施設の整備

<補正>

共同利用施設の整備

事業番号 08 04 06 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 野菜産地体制強化緊急整備事業費野菜産地体制強化緊急整備事業費野菜産地体制強化緊急整備事業費野菜産地体制強化緊急整備事業費
担

当

課

部局 農政部

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 Ｈ16 ～ H24

課・室 園芸畜産課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail enchiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

１－３　夢に挑戦する農業

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県を経由する国の補助金のため。

産地再生関連施設緊急整備事業、強い農業づくり交付金実施要領等。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

<補正>野菜共同利用施設整備 補助金

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

野菜共同利用施設整備 補助金 集出荷貯蔵施設（予冷施設）の整備 0 37,400

集出荷貯蔵施設（集出荷施設、予冷施設）の整備 0

7,675 0

200,609

合計（A) 114,392

0ヵ所

予

算

額

前年度繰越 0 0 43,730

当初予算 114,392

補正予算 0 0 240,114

7,675 283,844

Aの

財源

114,274 7,570 283,835

118 105 9

概　算

人件費

0.05 0.04 0.15

416

3,127 0 69,754

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　■ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

事務事業の負担軽減を図るため、果樹、花き、野菜の共同利用施設整備などの国補助事業を一体化し、平成25年度から園芸産地強化

対策整備事業(予算額100,094千円）として実施する。多様化する実需者からのニーズに対応し、高品質で付加価値の高い園芸産地の生

産・供給体制の確立を図るため、集出荷貯蔵施設など共同利用施設の整備を支援する。

目標に対

する成果

の状況

23年度繰越の集出荷貯蔵施設（予冷施設）1ヵ所＋24年度補正対応の集出荷貯蔵施設（集出荷施設、予冷施設）1ヵ所。

実需者からの要望に基づいた契約取引の拡大や高品質化に向けた共同利用施設の整備ができ、目標を達成できた。

 概算事業費（B（A）+C） 3,543 330 70,993

330 1,239
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区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度


